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介
護
予
防・自
立
支
援
で
急
伸
す
る
歩
行
器

給
付
費・件
数
と
も
に
10
年
間
で
４
倍
に

特 集

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ベ
ー
ス
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
」 福
祉
用
具
で
初
め
て

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
は

２
０
１
４
年
に
、
日
本
発
で
国
際
標

準
化
機
構
へ
新
規
提
案
さ
れ
た
。
福

祉
用
具
の
国
際
化
を
重
点
項
目
と
し

て
、
経
済
産
業
省
な
ど
と
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
日
本
福
祉
用
具
・
生

活
支
援
用
具
協
会
（
略
称
＝
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｐ
Ａ
、
木
村
憲
司
会
長
）
の
清
水
壮

一
専
務
理
事
が
、
今
回
画
期
的
だ
っ

た
と
強
調
す
る
の
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

内
容
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
と
し
て
認
め
ら

れ
た
こ
と
」
だ
。

　
「
国
内
製
品
の
多
く
は
日
本
人
の

体
型
を
想
定
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
従
っ
て

生
産
さ
れ
て
い
る
。
当
協
会
は
、
国

内
製
品
の
仕
様
を
変
更
せ
ず
と
も
、

海
外
各
国
へ
輸
出
で
き
る
よ
う
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
の
内
容
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
と
し
て

提
案
し
て
い
く
取
り
組
み
に
力
を
注

い
で
い
る
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー
は
そ
の

第
１
号
」と
清
水
専
務
は
説
明
す
る
。

確
か
に
、
他
国
そ
れ
ぞ
れ
の
規
格
に

合
わ
せ
て
仕
様
や
ス
ペ
ッ
ク
を
変
更

す
る
の
は
、
海
外
進
出
を
目
指
す

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
障
壁
と
な
る
。

「
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０

４
２
年
を
過
ぎ
れ
ば
、
当
然
、
国
内

の
市
場
は
縮
小
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ

を
ベ
ー
ス
に
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
提
案
は
、

メ
ー
カ
ー
の
海
外
展
開
の
基
盤
と
な

る
」（
清
水
専
務
）。

各
国
の
反
応
を
一
変
さ

せ
た
実
機
実
演

　

た
だ
、
今
回
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
化
に

全
く
懸
念
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
会
議

で
コ
ン
ビ
ナ
ー
（
議
長
役
）
を
努
め

た
福
祉
用
具
総
合
評
価
セ
ン
タ
ー
の

田
中
滋
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
日
本
で

生
ま
れ
た
シ
ル
バ
ー
カ
ー
だ
が
、
国

内
で
さ
え
歩
行
車
と
の
違
い
や
区
別

が
難
し
い
と
い
う
意
見
が
こ
れ
ま
で

も
あ
っ
た
。
海
外
で
も
同
様
の
反
応

を
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
か
っ

た
」
と
し
、
参
加
国
が
「
歩
行
車
と

同
じ
分
類
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
っ
た
空
気
に
な
る
こ
と
に
大
き
な

懸
念
を
抱
え
て
い
た
と
振
り
返
る
。

　

そ
う
し
た
中
、「
実
物
を
見
て
も

ら
う
し
か
な
い
」と
考
え
た
日
本
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
会
議

に
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
実
機
を
携
え
て

臨
む
。田
中
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
と
、

こ
れ
で
各
国
の
反
応
は
一
変
し
た
と

い
う
。

　
「
言
葉
で
は
比
較
が
難
し
い
が
、

実
物
を
持
っ
て
実
演
す
る
こ
と
で
、

軽
さ
と
取
り
回
し
の
良
さ
が
特
長
の

シ
ル
バ
ー
カ
ー
と
、
よ
り
体
重
を
預

け
て
歩
行
を
安
定
さ
せ
る
歩
行
車
と

の
違
い
が
認
識
で
き
た
の
だ
と
思

う
」
と
話
す
。
こ
う
し
て
歩
行
車
と

は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
と
認
め
ら
れ
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
化
へ
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト
。
今

年
５
月
に
つ
い
に
日
本
提
案
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
が
発

行
さ
れ
た
。

　

今
回
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
、
も
う
一
つ
画

期
的
だ
っ
た
の
が
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー

の
耐
荷
重
で
、
求
め
る
要
求
事
項
や

試
験
方
法
の
レ
ベ
ル
を
分
け
た
こ
と

だ
。
清
水
専
務
は
、「
体
格
が
大
柄

な
欧
米
に
合
わ
せ
る
と
、
国
内
や
ア

ジ
ア
で
は
ど
う
し
て
も
オ
ー
バ
ー
ス

ペ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
回
は

メ
ー
カ
ー
が
耐
荷
重
を
明
記
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
耐
荷
重
別
に
求
め
る

ス
ペ
ッ
ク
が
異
な
る
。
他
国
に
合
わ

せ
た
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
の
製
品
を

作
ら
な
く
て
も
よ
い
」と
指
摘
。製
品

に
よ
っ
て
は
一
律
に
耐
荷
重
が
決

ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
中
で
、
こ

の
点
も
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
展
開

が
し
や
す
く
な
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
の
理
事
で
、
国
内
で

初
め
て
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
開
発
し
た

幸
和
製
作
所
の
玉
田
秀
明
社
長
は
、

「
日
本
発
で
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
国
際

規
格
が
で
き
た
の
は
海
外
展
開
へ
の

第
一
歩
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
が

さ
ら
に
重
要
と
な
る
。
官
民
を
挙
げ

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
周
知
に
努
め
、
日
本

の
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
海
外
に
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　

歩
行
支
援
機
器
の
中
で
介

護
保
険
福
祉
用
具
貸
与
の
給

付
対
象
種
目
と
な
り
、
介
護

予
防
・
自
立
支
援
を
背
景
に

急
速
に
普
及
・
拡
大
し
て
い

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

54,210 64,599 76,164
87,294

100,982 115,149
130,706

149,640
169,978

190,056
209,970

（グラフ）

（単位：千単位）

歩行器の給付額の推移（各年4月度）

る
の
が
歩
行
器
・
歩
行
車
だ
。

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る

介
護
給
付
費
等
実
態
統
計
に
よ
れ

ば
、
18
年
４
月
時
点
で
歩
行
器
・
歩

行
車
の
給
付
件
数
は
71
万
６
１
０
０

件
、
給
付
費
は
２

億
９
９
７
万
単
位

と
な
っ
て
お
り
、

１
単
位
10
円
で
計

算
す
る
と
、
お
よ

そ
月
21
億
円
の
規

模
と
な
っ
て
い
る

（
グ
ラ
フ
）。

　

歩
行
器
・
歩
行

車
が
伸
び
た
最
も

大
き
な
理
由
は
、

06
年
の
制
度
改
正

に
よ
っ
て
自
立
支

援
や
介
護
予
防
の

考
え
方
が
明
確
に

な
り
、
軽
度
者
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
い
て
、
積

極
的
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
だ
。

　

08
年
と
18
年
で

比
較
す
る
と
、
こ

の
10
年
間
で
給
付

費
は
５
４
２
１
万

単
位
か
ら
２
億
９

９
７
万
単
位
へ

３
・
８
倍
に
、
件
数
は
18
万
１
５
０

０
件
か
ら
71
万
６
１
０
０
件
へ
３
・

９
倍
に
増
え
て
い
る
。

　

給
付
件
数
の
伸
び
を
要
介
護
度
別

に
み
る
と
、「
要
支
援

１
」
が
５
万
４
５
０
０

件
増
で
４
・
９
倍
、「
要

支
援
２
」
が
11
万
４
９

０
０
件
増
で
４
・
５

倍
、「
要
介
護
１
」
が

12
万
７
５
０
０
件
増
で

４
・
８
倍
、「
要
介
護

２
」
が
13
万
６
７
０
０

件
増
で
３
・
７
倍
、「
要

介
護
３
」
が
６
万
２
３

０
０
件
増
で
２
・
８
倍
、

「
要
介
護
４
」
が
３
万

５
０
０
件
増
で
３
・
１

倍
、「
要
介
護
５
」
が

８
２
０
０
件
増
で
３
・

７
倍
と
、
特
に
要
支
援

１
～
要
介
護
２
ま
で
の

軽
度
者
の
利
用
が
伸
び

て
い
る
の
が
分
か
る

（
表
）。

　

16
年
か
ら
は
自
動
制

御
機
能
付
き
の
歩
行
器

が
介
護
保
険
の
給
付
対

象
に
認
め
ら
れ
、
麻
痺

や
筋
力
低
下
、
関
節
痛

な
ど
に
よ
り
歩
行
が
不

安
定
な
、
よ
り
要
介
護

度
の
重
い
人
の
歩
行
支

援
も
可
能
に
な
っ
て
い

る
。

　

軽
度
者
を
中
心
に
利

用
が
拡
大
し
て
い
る
歩

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
し
た

当
社
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
福
祉
用
具

事
業
者
に
「
迅
速
な
対
応
」
を
求
め

る
声
が
最
も
多
い
。
一
括
り
に
迅
速

な
対
応
と
い
っ
て
も
、「
急
な
退
院

で
す
ぐ
に
ベ
ッ
ド
が
ほ
し
い
」
だ
っ

た
り
、「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を

今
知
り
た
い
」
だ
っ
た
り
、
福
祉
用

具
事
業
者
に
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

利
用
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら

の
問
合
せ
・
相
談
で
は
、
担
当
の
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
だ
け
で
な
く
、

事
務
員
な
ど
社
員
が
「
い
つ
で
も
誰

で
も
」
問
合
せ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
当
社
で
は
顧
客
情
報

を
シ
ス
テ
ム
で
一
元
管
理
し
て
お

り
、
そ
こ
に
は
貸
与
履
歴
、
福
祉
用

具
貸
与
計
画
書
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
、
留
意
事
項
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
た
と
え
担

当
職
員
が
不
在
で
も
、
社
員
誰
で
も

が
問
合
せ
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。「
担
当
者
じ
ゃ
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
を
待
た

せ
な
い
こ
と
が
信
頼
感
に
繋
が
っ
て

い
る
。
シ
ス
テ
ム
以
外
で
も
、
各
営

業
所
で
毎
朝
会
議
を
行
い
、
引
継
ぎ

や
重
要
事
項
を
確
認
し
あ
う
。

　

今
年
度
か
ら
は
、「
顧
客
対
応
職
」

と
い
う
新
た
な
職
種
を
全
営
業
所
に

設
け
た
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と

常
に
ペ
ア
で
行
動
し
、
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
そ

の
他
の
専
門
職
と
の
連
携
を
深
め
る

の
に
対
し
、
顧
客
対
応
職
は
利
用

者
・
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
比
重
を

置
く
イ
メ
ー
ジ
だ
。
こ
う
し
た
役
割

分
担
が
で
き
る
体
制
で
、
よ
り
手
厚

い
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
当
社
の
お
役
立
ち
情
報

サ
イ
ト
「
ヤ
マ
シ
タ
、
シ
マ
シ
タ
」

で
ウ
ェ
ブ
相
談
の
受
付
も
始
め
た
。

ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
が
、「
○

○
は
レ
ン
タ
ル
で
き
る
か
」
な
ど
、

ウ
ェ
ブ
か
ら
相
談
が
毎
日
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
の

が
強
み
な
の
で
、
多
忙
な
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
も
、
何
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
時
や
日
頃
か
ら
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
納
品
で
も
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
届
け
ら
れ
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
携
帯

し
、
そ
の
場
で
在
庫
の
確
認
・
確
保

が
で
き
、
納
品
予
定
日
を
伝
え
ら
れ

る
。
在
宅
介
護
で
不
可
欠
な
福
祉
用

具
だ
か
ら
こ
そ
、「
い
つ
届
く
の
か

す
ぐ
知
り
た
い
」「
早
く
手
元
に
欲

し
い
」
と
い
う
声
に
で
き
る
限
り
応

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
昨
年
度
は

物
流
拠
点
も
再
編
し
、
全
体
と
し
て

在
庫
の
ム
ダ
や
ム
ラ
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
た
。
あ
る
営
業
所
の
過
剰
在

庫
に
よ
り
、
本
当
に
必
要
な
営
業
所

で
製
品
が
足
り
な
い
と
い
っ
た
事
態

が
起
こ
り
に
く
く
な
っ
た
。

　

現
在
、
当
社
の
営
業
所
は
全
国
56

拠
点
で
前
期
か
ら
８
営
業
所
増
や
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
営
業
所
に
よ
っ

て
担
当
範
囲
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、

ど
う
し
て
も
移
動
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
エ
リ
ア
を
中
心
に
出
店
し
、
お

お
む
ね
30
分
以
内
に
駆
け
付
け
ら
れ

る
、
地
域
密
着
型
の
出
店
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
在
庫
を
持
た
な
い
「
サ

テ
ラ
イ
ト
店
」
の
出
店
も
増
や
し
て

い
る
。
納
品
は
物
流
セ
ン
タ
ー
や
地

域
の
旗
艦
店
が
担
う
。
身
軽
な
分
、

ニ
ー
ズ
の
高
い
エ
リ
ア
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
出
店
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

現
状
の
取
り
組
み
に
止
ま
ら
ず
、

今
後
も
「
お
客
様
を
原
点
に
」
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。（
談
）

　

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
大
手
の
ヤ
マ
シ
タ（
静
岡
県
島
田
市
、山
下
和
洋
社
長
） 

は
利
用
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、迅
速
に
対
応
す
る
体
制
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
。シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、「
い
つ
で
も
誰
で
も
」

問
合
せ
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
や
、急
な
発
注
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
納
品
で
き
る
体
制
な
ど
を
強
み
と
し
て
い
る
。

同
社
の
門
脇
洋
之
・
ホ
ー
ム
ケ
ア
事
業
本
部
営
業
統
括
副
部
長
に
話
を
聞
い
た
。

「
い
つ
で
も
誰
で
も
」問
合
せ
対
応
、そ
の
場
で
在
庫
確
認

福
祉
用
具
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る 「
迅
速
な
対
応
」

豊かさを届ける
福祉用具サービス

連載 行
器
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

の
介
護
予
防
や
自
立
支
援
を
実
現
し

て
い
く
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（表）　　歩行器の要介護度別給付件数の推移（各年４月度）
（単位：千件）

要支援１ 要支援２ 経過的 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 総数
2008年 13.8 32.8 0.1 33.2 50.3 34.1 14.3 3.0 181.5
2009 年 17.7 41.9 ― 39.1 59.8 40.0 15.9 3.4 217.8
2010 年 21.0 49.4 ― 50.2 68.7 43.8 20.2 5.1 258.5
2011 年 26.2 57.9 ― 60.5 80.1 46.2 22.6 6.0 299.3
2012 年 29.8 68.7 ― 71.5 94.1 52.1 26.0 7.0 349.2
2013 年 34.7 79.4 ― 83.6 107.6 58.8 29.7 8.0 401.8
2014 年 40.3 90.2 ― 97.1 121.7 65.7 32.5 8.6 456.1
2015 年 47.3 104.3 ― 112.6 137.6 73.7 35.7 9.1 520.4
2016 年 55.6 119.2 ― 129 154.5 81.1 38.4 9.6 587.3
2017 年 62.5 132.9 ― 144.6 170.8 88.6 41.8 10.4 651.6
2018 年 68.3 147.7 ― 160.7 187 96.4 44.8 11.2 716.1

厚生労働省：介護給付費実態調査月報を元に作成

　

日
本
提
案
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
国
際
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
９
８
９
４
、
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｙ

ｓ
）
が
、
今
年
５
月
に
制
定
・
発
行
さ
れ
た
。
今
回
、
発
行
さ
れ
た
国
際
規
格
は
、
国
内
規
格
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
基
づ

い
た
内
容
に
な
っ
て
い
て
、「
製
品
ス
ペ
ッ
ク
を
変
更
せ
ず
に
、
国
外
へ
売
り
出
せ
る
」
と
国
内
メ
ー
カ
ー
は
歓

迎
す
る
。
今
回
の
規
格
の
ポ
イ
ン
ト
、
制
定
ま
で
の
経
緯
を
取
材
し
た
。

JASPA 清水壮一専務理事

ISO会議でコンビナー
を務めた田中滋氏

JASPA 玉田秀明理事

歩
行
支
援
機
器

特
集

日
本
提
案
で
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
国
際
規
格
発
行

製
品
ス
ペ
ッ
ク
変
え
ず
に
海
外
展
開
、 国
内
メ
ー
カ
ー
も
歓
迎

商
品
の
ご
案
内

「
テ
イ
コ
ブ
リ
ト
ル
ホ
ー
ム
Ｆ
」

価格：8万円（税抜）
☎ 072-238-0459

　

本
体
幅
が
47
・
５
㎝
、
ス
リ
ム

な
の
に
馬
蹄
型
で
使
え
る
屋
内
専

用
の
歩
行
車
。
ア
ー
ム
レ
ス
ト
を

上
げ
る
と
、
通
常
型
の
歩
行
車
に

切
り
替
わ
り
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

た
歩
行
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

押
し
手
高
さ
は
、
77
㎝
～
１
０

４
㎝
の
間
で
、
10
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

調
節
が
可
能
（
馬
蹄
型
）。

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
畳
で
も
滑
り

に
く
い
後
輪
タ
イ
ヤ
を
採
用
し
て

お
り
、
転
倒
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
ほ
か
、
タ
イ
ヤ
部
分
が
透
明
な

の
で
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
へ
の

色
移
り
の
心
配
も
な
い
。
キ
ャ
ス

タ
ー
は
直
進
、
90
度
、
３
６
０
度

の
３
段
階
に
設
定
が
可
能
。

　

収
納
や
持
ち
運
び
に
便
利
な
折

り
た
た
み
式
で
、
折
り
た
た
み
時

の
寸
法
は
、
高
さ
85
㎝
×
幅
47
・

５
㎝
×
奥
行
45
㎝
と
コ
ン
パ
ク

ト
。
ト
レ
イ
付
き
な
の
で
、
食
事

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
運
ぶ

の
に
も
便
利
。

― 

幸
和
製
作
所 

―

価格：5万8,000円（税抜）
☎ 0120-03-3648

「
ハ
ン
デ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
」

　

使
用
者
の
利
便
性
・
安
全
性
・

操
作
性
に
配
慮
し
た
歩
行
車
。

　

フ
レ
ー
ム
に
は
軽
量
な
ア
ル
ミ

を
使
用
。
表
面
に
硬
質
ア
ル
マ
イ

ト
処
理
が
施
さ
れ
て
お
り
、
傷
や

錆
び
が
付
き
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
前
後
左
右
の
計
６
カ
所
に
反

射
板
を
設
け
、
安
全
性
に
も
配
慮

し
て
い
る
。

　

押
し
手
高
さ
は
身
長
に
合
わ
せ

て
調
節
が
可
能
で
、
Ｌ
サ
イ
ズ
の

場
合
だ
と
、
78
～
１
０
０
㎝
の
範

囲
で
５
段
階
に
調
節
が
で
き
る
。

　

ブ
レ
ー
キ
は
、
操
作
し
や
す
い

大
型
の
ブ
レ
ー
キ
バ
ー
を
採
用
。

押
し
下
げ
る
と
後
輪
キ
ャ
ス
タ
ー

を
ロ
ッ
ク
す
る
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を

装
備
し
て
い
る
。

　

四
輪
す
べ
て
に
20
㎝
の
大
径
キ

ャ
ス
タ
ー
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

溝
に
は
ま
り
に
く
く
、
屋
外
使
用

時
の
安
全
性
も
高
い
。

　

専
用
オ
プ
シ
ョ
ン
で
酸
素
ボ
ン

ベ
ホ
ル
ダ
ー
、
抑
速
ブ
レ
ー
キ
キ

ャ
ス
タ
ー
な
ど
も
揃
え
る
。

― 

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド 

―

「
Ｒ
Ｔ
．２
ト
ー
ル
タ
イ
プ
」

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
ア
シ
ス
ト
ウ
ォ
ー

カ
ー
Ｒ
Ｔ
．
２
」
待
望
の
ト
ー
ル

サ
イ
ズ
。
ハ
ン
ド
ル
高
を
、
従
来

の
「
Ｒ
Ｔ
．
２
」
よ
り
も
９
㎝
高

い
94
㎝
ま
で
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
、
体
格
が
大
き
な
人
に
も
使
い

や
す
く
な
っ
た
。
ハ
ン
ド
ル
高
は

81
・
５
㎝
～
94
ｃ
ｍ
ま
で
６
段
階

調
整
が
可
能
。

　

電
動
ア
シ
ス
ト
で
、
①
上
り
坂

は
ア
シ
ス
ト
で
楽
に
②
下
り
坂
は

自
動
ブ
レ
ー
キ
で
適
度
な
減
速
③

傾
い
た
道
で
は
片
流
れ
防
止
で
安

定
し
て
歩
行
④
坂
道
で
手
を
離
し

て
も
セ
ン
サ
が
感
知
し
自
動
停
止

―
―
な
ど
の
従
来
の
歩
行
車
に
は

な
い
機
能
が
特
長
だ
。ア
シ
ス
ト
、

ブ
レ
ー
キ
、
速
度
は
そ
れ
ぞ
れ
４

段
階
に
設
定
で
き
、
身
体
機
能
や

仕
様
環
境
に
あ
わ
せ
て
細
か
く
設

定
で
き
る
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
は
コ
ン
パ
ク
ト
な

が
ら
連
続
動
作
４
時
間
。
本
体
は

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
折
り
た
た
め
て
、

収
納
や
持
ち
運
び
に
便
利
だ
。

― 

竹
虎 

―

価格：12万8,000円（税抜）
☎ 045-680-0390

価格：4万7,000円（非課税）
☎ 06-6793-0991

　

安
心
ゆ
っ
た
り
の
前
腕
支
持
型

歩
行
車
。
幅
60
・
５
㎝
×
奥
行
き

71
㎝
×
高
さ
93
～
１
０
２
㎝
と
ワ

イ
ド
な
設
計
。
肘
置
き
は
ウ
レ
タ

ン
仕
様
で
快
適
な
柔
ら
か
さ
を
実

現
。
安
心
し
て
身
体
を
預
け
ら
れ

る
。

　

バ
ッ
グ
容
量
も
幅
32
・
５
㎝
×

奥
行
き
20
㎝
×
高
さ
33
㎝
と
ワ
イ

ド
。
大
き
め
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
も
収
容
で
き
る
た
め
、
外
出
し

た
際
の
買
い
物
な
ど
に
も
便
利
。

載
荷
重
は
８
㎏
。

　

ハ
ン
ド
ル
は
角
度
を
つ
け
、
握

り
や
す
い
設
計
。
ブ
レ
ー
キ
レ
バ

ー
を
握
る
と
ブ
レ
ー
キ
、
押
し
下

げ
る
と
専
用
ス
ト
ッ
パ
が
か
か
る

２
Ｗ
Ａ
Ｙ
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
。

　

キ
ャ
ス
タ
ー
は
固
定
（
０
度
）、

左
右
各
60
度
、
フ
リ
ー
（
３
６
０

度
）
の
３
種
類
の
設
定
が
可
能
。

　

カ
ラ
ー
は
ア
ー
ガ
イ
ル
と
Ｂ
グ

レ
ー
の
２
色
。

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ワ
イ
ド
Ｓ
Ｐ
Ⅱ
」

― 

島
製
作
所 

―




